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全国女性消防操法大会に出場されるみなさんの練習の様子

多くの人に支えられ

　 日本一を目指します
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庁舎管理経費

質　疑（委員会）

新庁舎建設経費はどれだけかかったのか。また今後の庁
舎周辺のインフラ整備の計画は。

問
工事費53億6,000万円、設計業務費１億5,800万円、工事
監理費5,300万円、用地取得費３億6,000万円、庁舎移
転経費５億8,000万円、合計約65億円です。今後のイン
フラ整備については庁舎周辺の街灯が少ないことから、
設置について関係機関と協議を進めています。

答

審議した議案と各議員の賛否（決算）

議決
結果

認定

認定

認定

認定

全員賛成で認定した議案

○印は賛成、×印は反対。なお、中谷議員は議長のため採決に入っていません。

平成30年度伊賀市一般会計歳入歳出決算の認定

平成30年度伊賀市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定

平成30年度伊賀市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定

平成30年度伊賀市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定
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●平成30年度伊賀市住宅新築資金等貸付特別会計歳入歳出決算の認定
●平成30年度伊賀市サービスエリア特別会計歳入歳出決算の認定
●平成30年度伊賀市島ヶ原財産区特別会計歳入歳出決算の認定
●平成30年度伊賀市病院事業会計決算の認定
●平成30年度伊賀市下水道事業会計決算の認定

●平成30年度伊賀市駐車場事業特別会計歳入歳出決算の認定
●平成30年度伊賀市食肉センター特別会計歳入歳出決算の認定
●平成30年度伊賀市大山田財産区特別会計歳入歳出決算の認定
●平成30年度伊賀市水道事業会計決算の認定

件　　名

一般会計歳入決算の内訳（万円未満は四捨五入） 一般会計歳出決算の内訳（万円未満は四捨五入）

平成30年度決算のあらまし（万円未満は四捨五入）市税
（市民税や固定資産税などの税金）
147億7,499万円

自
主
財
源

依
存
財
源

58.1%

市債
（事業推進のための借入金）
71億4,520万円

合計
484億
1,181万円

41.9%

その他
41億9,189万円

負担金、
使用料など
12億9,407万円

国等からの交付金
（地方交付税など）
129億6,632万円

国・県支出金
（国・県が負担するお金）
80億3,934万円

投
資
的

経
費

義
務
的
経
費

そ
の
他
の

経
費

合計
468億
2,466万円

48.0%
17.5%

34.5%

人件費
86億7,642万円

維持補修費
4億1,165万円

その他
51億5,126万円

普通建設事業費
74億844万円

災害復旧費
8億345万円

扶助費
（老人福祉や児童手当など）
74億3,769万円

公債費
（借金の返済）
63億2,283万円

物件費
（委託料や消耗品費など）
65億7,792万円

補助費等
（各団体への負担金など）
40億3,500万円

産婦健康診査助成
衛生費

総務費

平成30年度の新規事業である産婦健康診査の事業内
容と成果は。

問

通常は赤ちゃんと産婦検診を産後1か月で行いますが、
産後うつの早期発見のため産後２週間と１か月の産婦検
診として、１人２回の助成を行い延べ８３８名が受診しま
した。今後も受診していただくよう啓発していきます。

答

ごみ収集経費
ごみの出し方やごみ収集日をアラート（通知）で知らせ
てくれるごみ分別アプリシステムの周知の方法は。ま
た、今後外国語版アプリ導入の予定は。

問

ごみ分別アプリは、ホームページや年１回の回覧板で周
知しています。外国語版アプリについては、RDF（ごみ
固形燃料）の製造終了により、分別の見直しが必要とな
りますので、その際、あわせて検討をしていきます。

答

ブロック塀等調査業務委託料
土木費

ブロック塀等調査業務委託料の内容は。問
市営住宅敷地内のコンクリートブロック塀の安全確保、
耐震について調査を行いました。結果、基準を満たして
いないブロック塀は97か所ありました。現在改修の年次
計画を作成しており、来年度から4年計画で改修する予
定です。

答

成人式開催経費
教育費

現在9つの会場に分かれて開催されている成人式を、
今後1会場でまとめて行うという考えは。

問
平成25年度より分散型の成人式を開催しています。昨
年度の成人式のアンケート調査によると、9か所で行う
方がいいとの声が多く、満足度も55％でした。自分たち
で企画する成人式が良かったという声も聞かせていた
だき、効果と成果を感じています。

答

図書館管理経費
上野図書館の年間の図書購入冊数は。また学校図書に
対する支援は。

問

一般図書4,524冊、絵本を含む児童書1,476冊の合計
6,000冊購入しました。また、学校図書の支援は、平成27
年度にふるさと応援基金を活用し、生徒文庫として500
冊購入しています。昨年1月からの各小学校へ図書を配
送・貸し出しするサービスが好評で、今後も引き続き行っ
ていきます。

答

おおむね適正な執行状況である
　国民健康保険事業特別会計の直営
診療施設勘定診療所費及び住宅新築
資金等貸付特別会計は、本年度も赤字
決算となったが、一般会計をはじめそ
の他の特別会計はいずれも黒字決算
であり、地方公共団体財政健全化法に
基づく財政健全化判断基準は、国の定
める基準を十分クリアしており、堅実
な財政運営に努めていると認められる。
　一般会計歳入について、市税は収入
未済額が減少し収納率が向上してい
るが、これは債権管理条例に基づき債
権の回収に取り組まれた成果の一部
と考えられる。公平公正の観点からも
厳正な管理執行を続けられたい。
　歳出については、経費の削減や抑制
に努められているが、車両や物品のリ
ース契約については、一括発注により
さらなる経費削減の余地があると思
われるので検討願いたい。
（監査委員　鈴木陽介・信田利樹）

監査委員の意見要旨

平成３０年度決算平成３０年度決算 一般会計 ４６８億２，４６６万円の成果を審査・認定一般会計 ４６８億２，４６６万円の成果を審査・認定
決算は議長、監査委員を除く全議員で構成する決算常任委員会に付託され、
９月１７日・１８日の２日間にわたって審査し、３０日の本会議で賛成多数で認定しました。(万円未満四捨五入)どんなことに使われたのかどんなことに使われたのか

一般会計歳入歳出差引残額　１５億８，７１５万円 基金（預金）
153億6,781万円
12億　692万円
3億3,707万円

169億1,180万円

●一般会計　残高
●特別会計　残高
●財産区　　残高
<合　計>　 残高

（対前年度比　＋2,243万円）

市債（借金）
554億9,072万円

2,092万円
300億1,434万円
855億2,598万円

●一般会計　残高
●特別会計　残高
●企業会計　残高
<合　計>　 残高

（対前年度比　　-１億6,009万円）

◆特別会計
国民健康保険事業
９７億５,７６９万円
９８億４,１２４万円

住宅新築資金等貸付
１,９９４万円
８,５６３万円

駐車場事業
４,４５３万円
４,４４３万円

歳　入
歳　出

介護保険事業
１０４億２,２５７万円
１００億６,８９７万円

後期高齢者医療
１２億　５６８万円
１１億８,７３５万円

サービスエリア
１,００５万円
９５５万円

歳　入
歳　出

財産区（２会計）
４,４４１万円
４,２４２万円

食肉センター
８,９７４万円
８,９７４万円

歳　入
歳　出

◆公営企業会計

事 業 収 益
事 業 費 用
資本的収入
資本的支出

病院事業
４６億８,４０４万円
４４億３,１９７万円
３億　６３３万円
３億８,１６６万円

水道事業
３４億７,６５４万円
３１億４,７２１万円
７億４,２６５万円
１９億９,１０８万円

下水道事業
３１億４,０１８万円
２５億３,１４０万円
９億６,５１０万円
１７億　４８９万円

収益的収支

資本的収支

◆一般会計
４８４億１,１８１万円

（対前年度比　５０億９,７９３万円増）
主な要因　市債の増

歳　入 歳　出
４６８億２,４６６万円

（対前年度比　４７億１,２５４万円増）
主な要因　普通建設事業費の増

うち実質収支  ８億６，２８５万円　（翌年度繰越財源  ７億２，４３０万円）



32019.11.1　伊賀市議会だより

庁舎管理経費

質　疑（委員会）

新庁舎建設経費はどれだけかかったのか。また今後の庁
舎周辺のインフラ整備の計画は。

問
工事費53億6,000万円、設計業務費１億5,800万円、工事
監理費5,300万円、用地取得費３億6,000万円、庁舎移
転経費５億8,000万円、合計約65億円です。今後のイン
フラ整備については庁舎周辺の街灯が少ないことから、
設置について関係機関と協議を進めています。

答

審議した議案と各議員の賛否（決算）

議決
結果

認定

認定

認定

認定

全員賛成で認定した議案

○印は賛成、×印は反対。なお、中谷議員は議長のため採決に入っていません。

平成30年度伊賀市一般会計歳入歳出決算の認定

平成30年度伊賀市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定

平成30年度伊賀市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定

平成30年度伊賀市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定
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20: 3

22: 1
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22: 1

●平成30年度伊賀市住宅新築資金等貸付特別会計歳入歳出決算の認定
●平成30年度伊賀市サービスエリア特別会計歳入歳出決算の認定
●平成30年度伊賀市島ヶ原財産区特別会計歳入歳出決算の認定
●平成30年度伊賀市病院事業会計決算の認定
●平成30年度伊賀市下水道事業会計決算の認定

●平成30年度伊賀市駐車場事業特別会計歳入歳出決算の認定
●平成30年度伊賀市食肉センター特別会計歳入歳出決算の認定
●平成30年度伊賀市大山田財産区特別会計歳入歳出決算の認定
●平成30年度伊賀市水道事業会計決算の認定

件　　名

一般会計歳入決算の内訳（万円未満は四捨五入） 一般会計歳出決算の内訳（万円未満は四捨五入）

平成30年度決算のあらまし（万円未満は四捨五入）市税
（市民税や固定資産税などの税金）
147億7,499万円

自
主
財
源

依
存
財
源

58.1%

市債
（事業推進のための借入金）
71億4,520万円

合計
484億
1,181万円

41.9%

その他
41億9,189万円

負担金、
使用料など
12億9,407万円

国等からの交付金
（地方交付税など）
129億6,632万円

国・県支出金
（国・県が負担するお金）
80億3,934万円

投
資
的

経
費

義
務
的
経
費

そ
の
他
の

経
費

合計
468億
2,466万円

48.0%
17.5%

34.5%

人件費
86億7,642万円

維持補修費
4億1,165万円

その他
51億5,126万円

普通建設事業費
74億844万円

災害復旧費
8億345万円

扶助費
（老人福祉や児童手当など）
74億3,769万円

公債費
（借金の返済）
63億2,283万円

物件費
（委託料や消耗品費など）
65億7,792万円

補助費等
（各団体への負担金など）
40億3,500万円

産婦健康診査助成
衛生費

総務費

平成30年度の新規事業である産婦健康診査の事業内
容と成果は。

問

通常は赤ちゃんと産婦検診を産後1か月で行いますが、
産後うつの早期発見のため産後２週間と１か月の産婦検
診として、１人２回の助成を行い延べ８３８名が受診しま
した。今後も受診していただくよう啓発していきます。

答

ごみ収集経費
ごみの出し方やごみ収集日をアラート（通知）で知らせ
てくれるごみ分別アプリシステムの周知の方法は。ま
た、今後外国語版アプリ導入の予定は。

問

ごみ分別アプリは、ホームページや年１回の回覧板で周
知しています。外国語版アプリについては、RDF（ごみ
固形燃料）の製造終了により、分別の見直しが必要とな
りますので、その際、あわせて検討をしていきます。

答

ブロック塀等調査業務委託料
土木費

ブロック塀等調査業務委託料の内容は。問
市営住宅敷地内のコンクリートブロック塀の安全確保、
耐震について調査を行いました。結果、基準を満たして
いないブロック塀は97か所ありました。現在改修の年次
計画を作成しており、来年度から4年計画で改修する予
定です。

答

成人式開催経費
教育費

現在9つの会場に分かれて開催されている成人式を、
今後1会場でまとめて行うという考えは。

問
平成25年度より分散型の成人式を開催しています。昨
年度の成人式のアンケート調査によると、9か所で行う
方がいいとの声が多く、満足度も55％でした。自分たち
で企画する成人式が良かったという声も聞かせていた
だき、効果と成果を感じています。

答

図書館管理経費
上野図書館の年間の図書購入冊数は。また学校図書に
対する支援は。

問

一般図書4,524冊、絵本を含む児童書1,476冊の合計
6,000冊購入しました。また、学校図書の支援は、平成27
年度にふるさと応援基金を活用し、生徒文庫として500
冊購入しています。昨年1月からの各小学校へ図書を配
送・貸し出しするサービスが好評で、今後も引き続き行っ
ていきます。

答

おおむね適正な執行状況である
　国民健康保険事業特別会計の直営
診療施設勘定診療所費及び住宅新築
資金等貸付特別会計は、本年度も赤字
決算となったが、一般会計をはじめそ
の他の特別会計はいずれも黒字決算
であり、地方公共団体財政健全化法に
基づく財政健全化判断基準は、国の定
める基準を十分クリアしており、堅実
な財政運営に努めていると認められる。
　一般会計歳入について、市税は収入
未済額が減少し収納率が向上してい
るが、これは債権管理条例に基づき債
権の回収に取り組まれた成果の一部
と考えられる。公平公正の観点からも
厳正な管理執行を続けられたい。
　歳出については、経費の削減や抑制
に努められているが、車両や物品のリ
ース契約については、一括発注により
さらなる経費削減の余地があると思
われるので検討願いたい。
（監査委員　鈴木陽介・信田利樹）

監査委員の意見要旨

平成３０年度決算平成３０年度決算 一般会計 ４６８億２，４６６万円の成果を審査・認定一般会計 ４６８億２，４６６万円の成果を審査・認定
決算は議長、監査委員を除く全議員で構成する決算常任委員会に付託され、
９月１７日・１８日の２日間にわたって審査し、３０日の本会議で賛成多数で認定しました。(万円未満四捨五入)どんなことに使われたのかどんなことに使われたのか

一般会計歳入歳出差引残額　１５億８，７１５万円 基金（預金）
153億6,781万円
12億　692万円
3億3,707万円

169億1,180万円

●一般会計　残高
●特別会計　残高
●財産区　　残高
<合　計>　 残高

（対前年度比　＋2,243万円）

市債（借金）
554億9,072万円

2,092万円
300億1,434万円
855億2,598万円

●一般会計　残高
●特別会計　残高
●企業会計　残高
<合　計>　 残高

（対前年度比　　-１億6,009万円）

◆特別会計
国民健康保険事業
９７億５,７６９万円
９８億４,１２４万円

住宅新築資金等貸付
１,９９４万円
８,５６３万円

駐車場事業
４,４５３万円
４,４４３万円

歳　入
歳　出

介護保険事業
１０４億２,２５７万円
１００億６,８９７万円

後期高齢者医療
１２億　５６８万円
１１億８,７３５万円

サービスエリア
１,００５万円
９５５万円

歳　入
歳　出

財産区（２会計）
４,４４１万円
４,２４２万円

食肉センター
８,９７４万円
８,９７４万円

歳　入
歳　出

◆公営企業会計

事 業 収 益
事 業 費 用
資本的収入
資本的支出

病院事業
４６億８,４０４万円
４４億３,１９７万円
３億　６３３万円
３億８,１６６万円

水道事業
３４億７,６５４万円
３１億４,７２１万円
７億４,２６５万円
１９億９,１０８万円

下水道事業
３１億４,０１８万円
２５億３,１４０万円
９億６,５１０万円
１７億　４８９万円

収益的収支

資本的収支

◆一般会計
４８４億１,１８１万円

（対前年度比　５０億９,７９３万円増）
主な要因　市債の増

歳　入 歳　出
４６８億２,４６６万円

（対前年度比　４７億１,２５４万円増）
主な要因　普通建設事業費の増

うち実質収支  ８億６，２８５万円　（翌年度繰越財源  ７億２，４３０万円）
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伊賀市青山讃頌舎美術館の設置及び
管理に関する条例の制定

補正予算(第4号)　３億１６万7,000円の追加を可決

9月定例会 ９月２日～３０日（会期２９日間）
補正予算や条例の改正などを含む４２件の議案と請願４件を審議

討　論（委員会）
・住民自治協議会に対して、市からの業務
を増やす一方、地域包括交付金を減らし、
地域づくりを丸ごと住民に担わせるもの
と感じられ、それに対する人的支援などが
見えてこない。
・支所を含む行政のあり方が明確になって
いない。地区市民センターのあり方も併
せて検討すべきである。
・これまでの住民自治協議会等への説明会
でも全く理解を得られておらず、時期尚早
であると考える。

反対

質　疑（委員会）
過去に美術館建設を求める請願が採択されているが、
そのことも踏まえ、あり方検討委員会等で審議された
のか。もっと計画的に進めていくべきではないか。

問

市内全域でゼロベースで美術館の設置場所を検討した
結果ではなく、寄贈を受けた施設等の利活用であり、地
域の方と協力しながら、美術と触れ合える場所を提供し
たい。

答

当初、指定管理料は年間400万円の試算だったと思う
が、なぜ、600万円になるのか。

問

当初、週３日間程度の開館で試算していたが、より多くの方に来館していただけるよう、週６日間の開館を考えており
約200万円の増を予定している。

答

文化振興ビジョンは策定されているが、基本計画が無ければ、評価の仕方が無い。手順について再考できないのか。問
現在、文化振興プランを策定中であり、文化振興プランの中には、個別、具体的な施設の方向性、在り方、関わり方と
いうことも位置付けしようと考えている。

答

質　疑（委員会）
利用料金はどのようにして決めたのか。問
ハイトピア伊賀の利用料金を参考に算出した。答
減免の考え方と減免を受けるための団体登録の方法に変更はあ
るのか。

問

現行と同じようにしたい。答
最大収容人数が65名であり、上野ふれあいプラザより少ないが
影響はないのか。

問

現在、上野ふれあいプラザを利用している最大人数には対応
可能である。 

答

質　疑（委員会）
指定管理となれば、センター職員の人数制限は無くなるが、
その予算措置は考えているのか。

問
地域への説明会では、令和２年度当初にその地区市民セン
ターに配置される予定人員に応じて算出した人件費を、指
定管理料に計上しようと考えている。

答

現状の地区市民センターの運営のままではいけないのか。問
市と住民自治協議会との業務の線引きが曖昧であり、指定
管理者制度により、それらの複雑で曖昧な業務上の課題を
クリアしたい。

答

支所のあり方の問題についても合わせて議論されるべきと
考える。また、地区市民センター設置の経緯が地域によって
異なると思うが、考え方は。

問

地域規模も事情も様々であるが、今後、市全体として地域間
の不均衡を改善する必要があると考える。指定管理者制度
はこれらの問題解決のための一つの方法と考えている。

答

伊賀市の文化振興に資するとともに、優れた美術作品を身近に鑑賞できる場を提供する施設を設置します

今後の地区市民センターの管理方針を決めるにあたり、指定管理者制度の試験的導入を
行います

否　決
賛成少数で

可　決
賛成多数で

【主なもの】
　●幼児教育・保育無償化の実施　　　　　 　　 　　　　　　　　　　13,221,000円
　●三重県移住・就業マッチング支援事業　　　　　　 　　　　　　　　1,000,000円
　●株式会社ウィッツ青山学園高等学校履修回復措置費用償還請求本訴事件　　　　　4,503,000円
　　及び反訴請求事件の訴訟に係る弁護士報酬（成功報酬）

・過去の請願の設置場所については旧上野市街地の中心部となっている。今後、検討委員会等で、場所、
規模、機能等を勘案し、市民と合意形成を図りながら進めていただきたい。
・今後、ますます財政が厳しくなる中で、公立美術館のあり方、そして今後のビジョンを明確にする必要
があると考える。

反対

芸術や文化は、お金だけでははかれないところがある。設置場所についても、中心市街地ではなく旧青
山町にあることの良さを、伊賀市民だけでなく、観光客などへ発信してほしい。

賛成

討　論（本会議）

住民の合意が十分に得られていないこと、また
行政において公民館のあり方、地区市民センタ
ーの指定管理者制度や自治センター化につい
ての議論が十分にされておらず、この条例改正
が地区市民センターの機構に影響を及ぼすこ
とを勘案すると、現時点では賛成できない。

反対
討　論（委員会）

住民に一番近い公民館分館に主事を配置し、地
域における学習と交流を深めていく公民館活
動の充実が必要である。

反対
討　論（本会議）

伊賀市総合福祉会館の設置及び管理に関する条例の制定

老朽化が著しい上野ふれあいプラザと伊賀市勤労者福祉会館の機能を併せ持った伊賀市
総合福祉会館を、旧消防庁舎に設置します

可　決
全員賛成で

伊賀市地区市民センター条例の一部改正
否　決
賛成なし

質　疑（委員会）
地区市民センターにおける公民館事業の実施状況は。問
全ての地区市民センターで生涯学習活動が実施されており、上野管内では約62％がその用途として利用されている。答
分館廃止後の対応と、各地区市民センター間での生涯学習活動の利用者数に差が生じていることへの対応は。問
指導員等を増員して生涯学習活動をサポートしていきたい。答
住民自治協議会への理解は得られているのか。問
まだ十分な理解は得られていない状況である。 答

伊賀市公民館条例の一部改正
市内全域で統一した生涯学習活動を支援する制度の確立をめざし、
一部の地域にある公民館分館を廃止するとともに、消費税引き上げ
に伴い一部の地区公民館の使用料を改定します

否　決
賛成なししかるべき議論を！

地域との合意形成に向けた努力を！

今回補正予算に計上された３億５６２万２,000円のうち、議員発議により、青山讃頌舎美術
館開館準備経費５４５万５，０００円を全額減額修正する議案が提出され 賛成多数で可決

う た の い え

う た の い え

公民館分館廃止後
は、

上野管内の地区市
民

センター職員を2
名に

減員するとの補足
説明

がありました。

公民館分館廃止後
は、

上野管内の地区市
民

センター職員を2
名に

減員するとの補足
説明

がありました。

採決の様子

旧消防庁舎

一部に疑義あり！！一部に疑義あり！！
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補正予算(第4号)　３億１６万7,000円の追加を可決

9月定例会 ９月２日～３０日（会期２９日間）
補正予算や条例の改正などを含む４２件の議案と請願４件を審議

討　論（委員会）
・住民自治協議会に対して、市からの業務
を増やす一方、地域包括交付金を減らし、
地域づくりを丸ごと住民に担わせるもの
と感じられ、それに対する人的支援などが
見えてこない。
・支所を含む行政のあり方が明確になって
いない。地区市民センターのあり方も併
せて検討すべきである。
・これまでの住民自治協議会等への説明会
でも全く理解を得られておらず、時期尚早
であると考える。

反対

質　疑（委員会）
過去に美術館建設を求める請願が採択されているが、
そのことも踏まえ、あり方検討委員会等で審議された
のか。もっと計画的に進めていくべきではないか。

問

市内全域でゼロベースで美術館の設置場所を検討した
結果ではなく、寄贈を受けた施設等の利活用であり、地
域の方と協力しながら、美術と触れ合える場所を提供し
たい。

答

当初、指定管理料は年間400万円の試算だったと思う
が、なぜ、600万円になるのか。

問

当初、週３日間程度の開館で試算していたが、より多くの方に来館していただけるよう、週６日間の開館を考えており
約200万円の増を予定している。

答

文化振興ビジョンは策定されているが、基本計画が無ければ、評価の仕方が無い。手順について再考できないのか。問
現在、文化振興プランを策定中であり、文化振興プランの中には、個別、具体的な施設の方向性、在り方、関わり方と
いうことも位置付けしようと考えている。

答

質　疑（委員会）
利用料金はどのようにして決めたのか。問
ハイトピア伊賀の利用料金を参考に算出した。答
減免の考え方と減免を受けるための団体登録の方法に変更はあ
るのか。

問

現行と同じようにしたい。答
最大収容人数が65名であり、上野ふれあいプラザより少ないが
影響はないのか。

問

現在、上野ふれあいプラザを利用している最大人数には対応
可能である。 

答

質　疑（委員会）
指定管理となれば、センター職員の人数制限は無くなるが、
その予算措置は考えているのか。

問
地域への説明会では、令和２年度当初にその地区市民セン
ターに配置される予定人員に応じて算出した人件費を、指
定管理料に計上しようと考えている。

答

現状の地区市民センターの運営のままではいけないのか。問
市と住民自治協議会との業務の線引きが曖昧であり、指定
管理者制度により、それらの複雑で曖昧な業務上の課題を
クリアしたい。

答

支所のあり方の問題についても合わせて議論されるべきと
考える。また、地区市民センター設置の経緯が地域によって
異なると思うが、考え方は。

問

地域規模も事情も様々であるが、今後、市全体として地域間
の不均衡を改善する必要があると考える。指定管理者制度
はこれらの問題解決のための一つの方法と考えている。

答

伊賀市の文化振興に資するとともに、優れた美術作品を身近に鑑賞できる場を提供する施設を設置します

今後の地区市民センターの管理方針を決めるにあたり、指定管理者制度の試験的導入を
行います

否　決
賛成少数で

可　決
賛成多数で

【主なもの】
　●幼児教育・保育無償化の実施　　　　　 　　 　　　　　　　　　　13,221,000円
　●三重県移住・就業マッチング支援事業　　　　　　 　　　　　　　　1,000,000円
　●株式会社ウィッツ青山学園高等学校履修回復措置費用償還請求本訴事件　　　　　4,503,000円
　　及び反訴請求事件の訴訟に係る弁護士報酬（成功報酬）

・過去の請願の設置場所については旧上野市街地の中心部となっている。今後、検討委員会等で、場所、
規模、機能等を勘案し、市民と合意形成を図りながら進めていただきたい。
・今後、ますます財政が厳しくなる中で、公立美術館のあり方、そして今後のビジョンを明確にする必要
があると考える。

反対

芸術や文化は、お金だけでははかれないところがある。設置場所についても、中心市街地ではなく旧青
山町にあることの良さを、伊賀市民だけでなく、観光客などへ発信してほしい。

賛成

討　論（本会議）

住民の合意が十分に得られていないこと、また
行政において公民館のあり方、地区市民センタ
ーの指定管理者制度や自治センター化につい
ての議論が十分にされておらず、この条例改正
が地区市民センターの機構に影響を及ぼすこ
とを勘案すると、現時点では賛成できない。

反対
討　論（委員会）

住民に一番近い公民館分館に主事を配置し、地
域における学習と交流を深めていく公民館活
動の充実が必要である。

反対
討　論（本会議）

伊賀市総合福祉会館の設置及び管理に関する条例の制定

老朽化が著しい上野ふれあいプラザと伊賀市勤労者福祉会館の機能を併せ持った伊賀市
総合福祉会館を、旧消防庁舎に設置します

可　決
全員賛成で

伊賀市地区市民センター条例の一部改正
否　決
賛成なし

質　疑（委員会）
地区市民センターにおける公民館事業の実施状況は。問
全ての地区市民センターで生涯学習活動が実施されており、上野管内では約62％がその用途として利用されている。答
分館廃止後の対応と、各地区市民センター間での生涯学習活動の利用者数に差が生じていることへの対応は。問
指導員等を増員して生涯学習活動をサポートしていきたい。答
住民自治協議会への理解は得られているのか。問
まだ十分な理解は得られていない状況である。 答

伊賀市公民館条例の一部改正
市内全域で統一した生涯学習活動を支援する制度の確立をめざし、
一部の地域にある公民館分館を廃止するとともに、消費税引き上げ
に伴い一部の地区公民館の使用料を改定します

否　決
賛成なししかるべき議論を！

地域との合意形成に向けた努力を！

今回補正予算に計上された３億５６２万２,000円のうち、議員発議により、青山讃頌舎美術
館開館準備経費５４５万５，０００円を全額減額修正する議案が提出され 賛成多数で可決

う た の い え

う た の い え

公民館分館廃止後
は、

上野管内の地区市
民

センター職員を2
名に

減員するとの補足
説明

がありました。

公民館分館廃止後
は、

上野管内の地区市
民

センター職員を2
名に

減員するとの補足
説明

がありました。

採決の様子

旧消防庁舎

一部に疑義あり！！一部に疑義あり！！
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請 願 ［件名］
●義務教育費国庫負担制度の充実を求めること
●教職員定数改善計画の策定・実施と教育予算拡充を求めること
●子どもをめぐる貧困対策の推進と就学・修学支援に関わる制度の拡充を求めること
●防災対策の充実を求めること

紹介議員

請願者 伊賀市ＰＴＡ連合会　会長　中村英行　ほか２名
宮﨑栄樹、上田宗久、中岡久徳

審議した議案等と各議員の賛否

件　　名 議決
結果

市長
提出議案

市長
提出議案

可決

可決

可決

可決議員
提出議案

全員賛成で可決（同意、採択を含む）した議案

請　　願

市長
提出議案

議員
提出議案

○印は賛成、×印は反対。欠は欠席。中谷議員は議長のため採決に入っていません。

教育長の任命（谷口　修一氏）

史跡旧崇広堂の設置及び管理に関する条例等の
一部改正

ハイトピア伊賀公共公益施設の設置及び管理に
関する条例の一部改正

伊賀市公民館条例の一部改正

いがまち保健福祉センター設置及び管理に関する
条例等の一部改正

伊賀市青山讃頌舎美術館の設置及び管理に関する
条例の制定

伊賀市青山讃頌舎美術館の設置及び管理に関する
条例の制定【継続審査とすること】

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律
の施行に伴う関係条例の整備等に関する条例の制定

伊賀市会計年度任用職員の給与に関する条例の制定

伊賀市短時間勤務会計年度任用職員の報酬、期末
手当及び費用弁償に関する条例の制定

令和元年度伊賀市一般会計補正予算（第４号）
(修正部分を除く）

初瀬街道交流の館たわらや設置及び管理に関する
条例の一部改正
議案第107号　令和元年度伊賀市一般会計補正
予算（第４号）に対する修正

：賛成
反
対

川
上

　善
幸

北
森

　
　徹

信
田

　利
樹

西
口

　和
成

福
村

　教
親

宮
﨑

　栄
樹

桃
井

　弘
子

山
下

　典
子

市
川

　岳
人

赤
堀

　久
実

嶋
岡

　壯
吉

田
中

　
　覚

福
田

　香
織

生
中

　正
嗣

上
田

　宗
久

近
森

　正
利

百
上

　真
奈

北
出

　忠
良

空
森

　栄
幸

岩
田

　佐
俊

中
岡

　久
徳

安
本
美
栄
子

森
川

　
　徹

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 欠

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 欠

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 欠

〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 × × 〇 × 〇 〇 〇 〇 × × 〇 × ×

可決

可決

可決

可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

否決

否決

可決

× × × × × 〇 〇 〇 × × 〇 × × 〇 × × × × 〇 〇 × 〇 〇

× × × × × 〇 〇 〇 × × 〇 〇 × 〇 × × × × 〇 〇 × 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 欠

伊賀市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業の運営に関する基準を定める条例及び伊賀市特
定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用
者負担に関する条例の一部改正

伊賀市地区市民センター条例の一部改正 否決 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 欠

否決 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 欠

●令和元年度伊賀市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
●成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係条例の整備に関する条例の制定
●伊賀市総合福祉会館の設置及び管理に関する条例の制定について※
●伊賀市印鑑条例の一部改正
●伊賀市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例及び伊賀市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正※
●伊賀市建築基準法等関係手数料条例の一部改正※
●定住自立圏形成協定の締結

●令和元年度伊賀市病院事業会計補正予算（第２号）

●伊賀市市税条例等の一部を改正する条例の一部改正
●伊賀市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正※

●伊賀南部環境衛生組合規約の変更に関する協議
●人権擁護委員候補者の推薦（宮田　茂一氏）※

●義務教育費国庫負担制度の充実を求める意見書の提出※
●子どもをめぐる貧困対策の推進と就学・修学支援に関わる制度の拡充
　を求める意見書の提出※

●教職員定数改善計画の策定・実施と教育予算拡充を求める意見書の提出※
●防災対策の充実を求める意見書の提出※

●義務教育費国庫負担制度の充実を求めること※
●子どもをめぐる貧困対策の推進と就学・修学支援に関わる制度の拡充
　を求めること※

●教職員定数改善計画の策定・実施と教育予算拡充を求めること※
●防災対策の充実を求めること※

22

22

22

22

9

10 

0

21

21

0

21

21

21

13

1

1

1

1

14

13

23

1

1

22

1

1

1

10

:

:

:

:

:

:

:

:

:

:

:

:

:

:

23 0:

■提出先　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科学大臣
　　　　　内閣府特命担当大臣 防災担当（防災対策の充実を求めることに関してのみ）

臨時会（７/３１）

９月定例会
同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

中岡議員は※印の採決には欠席のため入っていません。

採　択
全員賛成で

うたのいえ

うたのいえ
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☆一般質問☆　本文は、質問者が執筆したものを掲載しています

赤
堀
　久
実  

議
員

一般質問は、９月９日、１０日、１１日の３日間で、１５人の
議員が市の諸問題についての質問をしました。
その主なものを掲載しています。市政を問うここが聞きたい

一 般 質 問

質問項目
●行政サービスの
　ユニバーサル対応
●マイナンバーカード
●自転車事故対策

［QRコードで録画映像をご覧いただけます］

●森林整備
●伊賀市のまちづくり

質問項目

質問項目
●安心・安全で魅力
ある街づくり

●市と県の連携

問問問

　市では外国人が多く来庁する各課の窓
口で多言語アプリを既に活用しており、業
務の効率化につながっています。現在、全
庁的な情報化推進体制としてIT推進本部
会議を設置し、特に（※）RPAやAIの導入につ
いて研究を行っています。

　窓口業務や市が主催の講演等で、聴覚障
がい者の方や高齢者、外国にルーツのある
方に対して、円滑なコミュニケーションや話
しの内容をわかりやすくするために、「文字
の見える化」が必要だと思います。他市で
は、コミュニケーションアプリを活用し、幅
広く市民の皆様に情報発信や円滑なコミュ
ニケーションを行っています。これから人口
減少に伴い職員数も減ります。だからと
言って市民サービスを低下させるわけには
いきません。伊賀市もサービス向上のため
アプリを導入すべきだと思います。

ユニバーサルデザインに配慮し
た行政サービスを

一層の市民サービスの向上に努
めていきます答答答

　毎年、知事は地域の実情を知るために各
市町の首長と１対１対談を行っています。市
民の前で魅力や課題ついて話し合う事は、
市民と情報共有し、ともに伊賀市を築くた
めに必要であると考えます。

問問問 市長と知事の対談の考え方は

問問問 国や県に独自のルートがあると
発言されてますがどういうこと
ですか

問問問 来年開催をしますか

必要ありません答答答
　1対1対談は、プロの政治家同士のパ
フォーマンスです。私は実態、実質を取るこ
とに重点を置いています。行政の長ではあ
りますが、一市民であり、地方政治家と呼ば
れることを潔しとしません。様々な県と市の
連携の仕方があり、（※）LGBTの考え方の違
いに執着はしていません。

開催しません答答答
　県にしっかりと物を言っており、連携もで
きており、国にもルートがあります。

忍者ルートです答答答
　個別具体的に言えませんが、実利がある
ルートをとっています。

QRコード▶

QRコード▶

QRコード▶

嶋
岡
　壯
吉  

議
員

西
口
　和
成  

議
員

※RPA：ロボットによる業務自動化
　AI：人工知能

※LGBT：レズビアン、ゲイ、バイセクシュアル、トランス
　ジェンダー、それぞれの英語の頭文字
　からとったセクシャルマイノリティの総称

※水源涵養（かんよう）：雨水を吸水して水源を保ち、
　あわせて河川の流量を調節する機能

問問問 針葉樹林と広葉樹林の防災機能
の違いは

問問問 今年度から施行されている森林
環境譲与税の活用計画は

災害も含めた森林管理計画を重
点的に進めていきます答答答

　経営管理が行われていない森林につい
て、森林所有者と民間事業者を繋ぐシステ
ムである森林経営管理制度を進めていく考
えです。現在、山林所有者・市・林業経営体
の３者が森林管理協定を締結した山林の調
査、間伐業務や森林境界の明確化事業を実
施しており、長期の山づくり・伊賀らしい林
業の産業化・人材育成・市民が多くの山の
恵みを受けられる仕組みづくりという視点
から、計画の検討を進めています。

針葉樹林と広葉樹林の植生の違
いです答答答

　森林・林業白書では、災害防止や（※）水源
涵養等の機能は、森林管理が健全に実施さ
れていれば、針葉樹と広葉樹の機能は特に
差があると認められません。

かんよう
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☆一般質問☆　本文は、質問者が執筆したものを掲載しています

一 般 質 問
宮
﨑
　栄
樹  

議
員

安
本
　美
栄
子  

議
員

質問項目

質問項目

●環境保全都市の
　実現にむけて

●財政見通しとこれ
からの伊賀市
●市政の情報共有と
説明責任
●附属機関（審議会・
委員会）のあり方

市
川
　岳
人  

議
員

質問項目
●にぎわい活性化
●美術館
●子育て

問問問

問問問

　教育委員会で保存活用計画の策定作業
を進め、昨年度完了した基本設計の検証作
業を行っています。利活用については、交流
型図書館を中心とした複合施設とする基本
計画の考え方を尊重しつつ、忍者関連施設
が別の場所で検討されることになったこと
に伴い、空いた部分について最適な機能の
配置検討を進めていきます。

旧上野市庁舎地の今後の計画は

　人口減少による財政への影響について
①人口構成の変化と住民税
②地方交付税
③地方消費税の推移
についてお示し下さい。

問問問 財政見通しは

保存活用計画を受けて検討を
進めます答答答

　財政見通しでは、市税収入について、生
産年齢人口が令和2年から5年間で約
2,600人の減少となる推計になっています。
個人市民税の均等割は、人口の減少が直接
影響し、所得割は景気動向によりますが減
少する事が懸念されます。また、国からの普

自主財源の確保が必要です答答答

　旧上野市庁舎の計画については、2018
年度末の伊賀市教育委員会による文化財
指定以降、公式の説明がありません。利活
用に当たっての制約が不明で今後必要な
予算も時期も分からず、議会として計画の
検討ができない状況です。伊賀市のにぎわ
いの活性化のために、また第2期伊賀市中
心市街地活性化基本計画の策定にあたっ
ても、今後の旧上野市庁舎地の方針を早急
に出す必要があると考えます。今後どのよ
うに進めていきますか。

　2007年度に環境基本計画が策定され
ましたが、2015年度の期間満了以後、次
期計画が策定されていません。当時の計画
には、「恵み豊かな環境と、かけがえのない
地球を将来にわたって守り、次世代に引き
継いでいくことは、私たちに課せられた大
きな責務です。」と市長の言葉があり、一人
ひとりが当事者であることが示されていま
す。再び計画を策定し、このような理念を明
確にしたうえで、環境政策に取り組む必要
がありませんか。

　グリホサート成分農薬は、WHOの外郭機
関が「おそらく発がん性がある」と評価する
など、安全性への疑いが強まり、各国で規
制強化に踏み切る動きが広がっています。
公共施設での使用状況を教えて下さい。

環境基本計画の再策定を 問問問 グリホサート成分農薬の使用状況は

策定を検討する時期にあると
考えています答答答

22か所で使用しており、国が定
めた基準に基づき適正に使用し
ています

答答答

QRコード▶

QRコード▶

QRコード▶

通交付税算定は、人口を測定単位とするも
のもあることから、人口減少が普通交付税
の減少となります。一方、地方消費税交付
金は、令和2年度以降各年約5億円程度の
増額を見込んでいますが、今回の引き上げ
分は人口按分で交付されることから、増額
分についても人口減少の影響を受けます。
これらのことから、依存財源が減少していく
中で、今後、経費の縮減、歳出の抑制を図り
つつ、自主財源の確保が必要と考えます。
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☆一般質問☆　本文は、質問者が執筆したものを掲載しています

一 般 質 問

近
森
　正
利  

議
員

質問項目
●高齢者の安全運転支援と
移動手段の確保
●太陽光発電の適切な設置
●障がいのある方への支援

問問問 安全運転支援の装置設置補助制
度の導入を

問問問 資源エネルギー庁事業計画策定
ガイドラインには「太陽光発電の
適切な設置を」と周辺環境に配慮
することが明記されていますか

国・県の動向を踏まえ検討します答答答

森
川
　徹  

議
員

質問項目
●消防署再編の進捗
●喫煙環境とたばこ税

質問項目上
田
　宗
久  

議
員

●中心市街地の課題
●夏休み中の市営プールと
学校プールの利用状況

　伊賀市では、70歳以上の運転免許保持
者が、約11,000人おられます。国や県の
補助金制度がないため、導入は難しい状況

地域住民に配慮すると記載されています答答答
　10KW未満の小規模施設から適用され、
自治体や地域住民の意見を聴き十分配慮
して事業実施し、周辺環境に害することが
無いよう努めるとしています。

　高齢者が運転する車が暴走した死亡事故
以降も高齢運転者による事故が続いていま
す。75歳以上の高齢運転者の死亡事故の
割合は高まり、単純ミスによる事故も目立
つ中で、高齢者のアクセルとブレーキの踏
み間違い防止や安全運転を支援するため
の装置設置補助制度の導入が必要です。

　昨年12月議会にも消防署の再編を提案
しましたが、その後の進捗状況はいかがで
すか。また再編計画が7月か8月ぐらいには
議会に示されると聞いていましたが、遅れ
ている理由は何ですか。更に公共施設最適
化計画との整合性を図っていては計画自体、
前へ進まないと思いますがいかかですか。

問問問 消防署再編の進捗状況は

　持続可能な消防行政サービスの構築に
向け、消防本部職員と関係部署で構成され
る消防本部組織検討委員会を設置してい
ます。総合計画や公共施設最適化計画等と

計画も最終段階に入っています答答答

問問問「賑わうまちづくり」の指標である公示価格の最高額地点はどこ
に移りましたか

白鳳通りの平野西町に移りました答答答
　平成31年1月1日現在で、商業地の中で
公示地価が一番高い地点は、白鳳通りの平

　市保有施設である「ふれあいプラザ」内の
スーパーが今年9月末で閉店しました。中心
市街地の真ん中で「賑わうまちづくり」の基
本となっていた公共公益機能を外に出すこ
れまでの政策が、今日の結果を招いたと考
えます。今まで伊賀市の商業地で地価が一
番高い地点が上野東町のポケットパーク付
近でありました。今はどこに移ったのですか。

問問問 第2期中心市街地活性化基本計
画は国の認定を受けるつもりで
すか

QRコード▶

QRコード▶

QRコード▶

の整合性を図りながら検討を重ね、庁内の
合意形成を行っているところですが、いつ
までにという明確な時期は決定しているわ
けではありません。しかし、2025年の救急
搬送のピークも加味し、公共施設最適化計
画はありますがそれはそれとしてより具体
的で今必要な計画を策定することが重要だ
と考えています。

現在のところ、認定は困難であ
ると国から指摘されています答答答

　今後、条件が整い必要性が生じた時に、
認定申請を検討します。

ですが、国や県の動向を踏まえ対応を検討
していきます。

野西町61番地で、一平方メートルあたりの
公示価格は73,200円です。
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☆一般質問☆　本文は、質問者が執筆したものを掲載しています

一 般 質 問

質問項目百
上
　真
奈  

議
員

●市営住宅の駐車場
管理
●水道事業の民営化
●加齢性難聴者への
公的支援

福
村
　教
親  

議
員

北
森
　徹  

議
員

質問項目
●若者会議
●子ども達が安心・
安全に住めるまち
●小・中学校における
フッ化物洗口の現状

問問問

　補聴器が必要とされる難聴者約820万人の
うち、中軽度難聴者の補聴器購入には健康保険
や公的補助が適用されず全額自己負担です。補
聴器は2万円程度から両耳で50万円以上にな
るものまであり、負担が重すぎるため、購入助成
をする自治体が増えてきました。耳が遠くなって
も家族や友人との会話がスムーズにでき、豊か
な生活ができるよう補聴器購入助成を行ってく
ださい。また、難聴について家族や地域の人が
学んだり、聴力検査、補聴器相談などを行う「耳
のこと相談」を市内各地で開いていください。

　「歳をとれば、聞こえにくくなるのは当たり前」と
放置するのではなく、早期に医療機関で診断を受け
ることの重要性について、保健師による介護予防事
業等において、啓発を行っていきたいと考えます。

加齢性中軽度難聴者に補聴器購
入助成を

市独自の購入支援制度について
は考えていません答答答

問問問 自治会の無い地域への行政の対応は 必要性を地域に啓発します答答答

　街路灯の設置基数は、住民自治協議会単
位で概ね把握していますが、自治会単位で
は把握していません。
　自治会発足にあたり、当該地域の方から
ご相談をいただいた経緯はありますが、自
治会は任意団体であり行政側から地域へ
の説明等は行っていません。しかし、行政と
しても自治会の必要性等を地域に啓発しな
がらお互いに機運を高めて発足に繋げてい
ければと考えています。

　包括交付金での街頭・防犯灯のLED化
や新設にも対応可能なのは、あくまで自治
会があり自治協を通じての事業でありま
す。自治会を組織していく上でのメリット
や、有事の際の災害連絡系統にもなると
いった情報を提供したり、地域の防犯灯設
置等も自治会単位であれば包括交付金の
活用が可能ということなどを、自治会のな
い地域に説明や案内を行政側からされて
いますか。

QRコード▶

QRコード▶

QRコード▶

質問項目
●上野総合市民病院
の今後
●新教育長の就任
にあたって
●交通安全対策

問問問 子どもたちが安心して学校に来る
ことができる教育環境整備とは

子どもたちの教育環境を整える
べく、ハード・ソフト両面から進
めていきます

答答答

　学校施設の長寿命化計画の策定に取り
掛かっており来年度中の完成を目指してい
ます。不登校・いじめ問題も、現状把握と早
期対応が大切と考えています。アンケート
調査も含め、大きな事例だけでなく些細な
事例も、校内いじめ対策委員会と情報共有
し取り組むよう指導を進めていきます。

問問問 伊賀市の交通安全についての
計画と対策は
再度精査をします答答答

　平成２３年に作成された伊賀市交通安全
計画は平成２７年に終了し、現在交通安全
計画はありません。また、伊賀市交通安全
推進協議会は活動が不十分ですので、活性
化・改組も含めて安全計画の内容と推進協
議会の委員構成など再度精査を進めてい
きます。

”聞こえ”の程度と難聴者数（推計） 全国商工新聞
（2019年7月29日付）

難聴の
程度

障害者程度等級と
認定人数

補聴器
装用を推奨

自己申告による
難聴者

難聴の可能性
がある成人

正常

軽度難聴

中度難聴

高度難聴

ろう

６級
４級
３級

２級

34万人
(※1)

820万人
(※2)

1430万人
(※3)

747万～
1982万人
(※4)

(※1) 障害者手帳保持者、2016年
(※2) ４１ｄB以上、2018年に世界保健機関(WHO)が算定した
　　６．５%相当の人口
(※3) 日本補聴器工業会調べ、２０１５年
(※4) ｢難聴自覚｣７．２%＋｢難聴か不明｣
　　11.9%、全難聴調べ、2017年
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田
中
　覚  

議
員

質問項目

質問項目川
上
　善
幸  

議
員

●要介護認定と介護
サービス

●通学路の安全対策
●市民の意見に対す
る対応

●第２次再生計画
の進展と市長の
２期７年

　産業振興条例は甲賀市や吹田市、寝屋川
市を参考にしながら検討していきます。

問問問 再生計画はあと一年余りで終了します

任期の中でできることはしっか
りとしていきます答答答

問問問 国の政策を超えていた子育て政策の今後は
　幼保無償化は伊賀市が国よりも先んじて
いました。そして今、国が追い付いてきまし
た。次年度も国の先を行くべきです。一方、
全国学力テストは、小学校では改善の兆し
が見られましたが、中学校では平均を下
回っています。

　住み良さランキングに基づく伊賀市は、
亀山市や甲賀市、または名張市より低いで
す。農林商工費予算の占める割合が低いの
で、市の経済が活性していない。産業振興
条例を制定し、域内産業を育成すべきです。

子どもは伊賀の宝ですので、基本
的にそのように政策を進めます答答答

　具体的には今後議論していきます。学力
は、県教育委員会とも連携し教育環境を整
え、学校の中でつけたいと考えています。

問問問

　要介護認定の申請から介護度の判定結
果が出るまでは、約1ヶ月を必要とします。
長い期間、申請した市民は不安な日々を過
ごしています。受付窓口や認定調査員の確
実な連携と担当者のスキルアップは必要で
すが、市は適切な対応ができていますか。

要介護認定の申請者には親切で
適切な対応を

　介護度の一次判定結果時点では、全ての
申請者に判定結果の連絡をしているわけで
はありません。申請してすぐにサービスを

相談者には理解されているか
確認しながら説明しています答答答

QRコード▶

QRコード▶

☆一般質問☆　本文は、質問者が執筆したものを掲載しています

質問項目山
下
　典
子  

議
員

●障がい者の立場に
立った行政サービス
●介護現場の処遇の改善
●農林業対策の強化
●防災・減災対策

　介護業界の人材不足は深刻化していま
すが解消の取組みは。

問問問 介護現場の処遇の改善を
　新規就農の確保・育成と若い就農者の持
続的かつ発展的な経営を実現するための
経営支援は。

問問問 農業者の経営支援を

経験・技能のある職員に重点化を
図りながら処遇改善を進めます答答答

　介護職員等特定処遇改善加算という国
の制度を活用します。これは、介護サービス
事業所に勤務する勤続年数１０年以上の介
護職員について月額平均８万円相当の処
遇改善を行うもので、市内では９事業所が
申請しています。

QRコード▶

新規就農支援と経営の安定・発
展支援を行っています答答答

　前者には、農業次世代人材等投資資金を
活用し最長５年間の資金援助をしていま
す。後者には、日本政策金融公庫の融資制
度を活用した場合、利子補給の支援や、農
業用機械施設の導入支援を行っています。
今後は、地域づくりの観点から、環境づくり
を含めた総合的な支援をして
いきます。

使いたい時は、介護度が決定するまで暫定
支給で利用は可能ですが、サービス利用料
は自己負担になります。予想と違う判定結
果の場合、サービス利用料は変わってきま
す。判定結果に納得できない時には、不服
申し立ての再審査もできます。
　相談は、介護高齢福祉課窓口や地域包括
支援センターでも受け付けます。

一 般 質 問
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タウンミーティングって？？
？？

タウンミーティングの様子は
伊賀市議会ホームページにも
詳細を掲載しています。 QRコード▶

～住みよさが実感できるまちづくり～
　伊賀市議会は、平成19年2月に「市」では全国で最初に議会基本条例を制定し、市民に開かれた議会、市民参加を
推進する議会として、市内の住民自治協議会を対象に「議会報告会」を実施してきました。
　平成30年度議会運営委員会において、この議会報告会の見直しの検討を行い、幅広い世代の方と未来に向けた
意見交換を行うため、平成30年5月には、「伊賀市の未来について」と題してタウンミーティングを試行開催し、その
検証を行い、本年度から、このタウンミーティングを本格実施していくこととしています。

参加者の声（アンケートの一部を紹介）
●色んな方と意見交換ができてよかった。
●参加者それぞれの伊賀市に対する思いの強さを感じた。
●グループワークの時間が短かった。
●今回の結果を今後につなげてほしい。

問 議会タウンミーティングってどんなことをするの？

答 今回のタウンミーティングでは、参加者の皆さんと市議会議員で
少人数のグループに分かれ、テーマを各グループで決め、ワーク
ショップ形式により意見交換を行い、その内容を議場で発表しま
した。

問 誰でも参加できるの？

答 市内在住の方、市内へ通勤・通学されている方であればどなたで
もご参加いただけます。

問 次回は、いつ実施するの。開催はどこで知ることができるの？

答 年２回を予定しており、次回は年明け２月頃を予定しています。
案内は、議会だよりでお知らせさせていただくと同時に、ケーブルテレビなどでもご案内いたします。

問 どんな方が参加していたの？ どんな感想でしたか？

答 市内在住の方が８３％で、年齢層も２０代が２％、３０代が３８％、
４０代が２２％、５０代が１４％、６０代が１４％、７０代以上が７％と、概
ね幅広い年代の方にご参加いただいております。また、参加者
の６０％以上が「大変よかった」、「よかった」というご意見もいた
だきました。
（p13 参加者アンケート参照）

問 このようなタウンミーティングはどのように活かされていくの？

答 今回いただいたご意見をもとに、住みよさが実感できるまちづ
くりを目指し、議会からの政策提言等につなげていくなど、今後
の議会活動に役立ていきたいと考えています。

問 開催会場はどこなの？

答 今回は、伊賀市役所５階議場と議場ロビーで開催しました。

地元愛を育む教育が必要。
学校体育館の安全性を確保してほしい。

若者の流出について、大学等で大都市
へ転出すると就職の問題もあり、伊賀に
なかなか帰って来ることができない。学
校の誘致も必要ではないか。

市外への人口流出を防ぐための施策
として、働く場所の提供が必要。

高齢者に対しては屋内ゲートボール場
があるのに、子供の屋内遊戯場が無い。

参加型のイベントなどで利用客を増や
せないか。

安定した収入が見込める働く場所の
確保。

特に高齢者や学生が利用するのに不
便である。

伊賀の特産物を、子供たちの発想を活
かして、楽市やイベントなどで販売する。

市内の地域格差を無くしてほしい。

Ａグループ Ｂグループ
「安心・安全なまちづくり」「教育について」

Ｃグループ
「交流のできるまちづくり」

Ｄグループ
「子育て対策等」

Ｅグループ
「公共交通等について」

Ｆグループ
「若者の定住化について」

Ｇグループ Ｉグループ
「人口減少と予算の使い方」「教育・子育て・産業」

Ｈグループ
「公共交通対策等について」

●性別●

男性
69%

女性
31%

●参加のきっかけ●

知人
26%

議会だより
17%

ケーブル
テレビ
2%

その他
55%

●お住いの地域●

上野
43%

伊賀
17%

青山
17%

島ヶ原
2%

阿山
19%

その他
2%

●感想●

あまりよく
なかった
14%

ふつう
7%

無回答
14%

よかった
36%

大変
よかった
29%

●市内在住・通勤の区分●
市内通勤
10%

市内在住
83%

無回答
2%

●年代●

30代
38%

40代
22%

50代
14%

60代
14%

20代
2%70代以上

10%

8月24日（土
）

開催しました
！

参加者アンケート

今回は、９グループに分かれて、グループ毎にテーマを決定しグループワークを行いました。
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タウンミーティングって？？
？？

タウンミーティングの様子は
伊賀市議会ホームページにも
詳細を掲載しています。 QRコード▶

～住みよさが実感できるまちづくり～
　伊賀市議会は、平成19年2月に「市」では全国で最初に議会基本条例を制定し、市民に開かれた議会、市民参加を
推進する議会として、市内の住民自治協議会を対象に「議会報告会」を実施してきました。
　平成30年度議会運営委員会において、この議会報告会の見直しの検討を行い、幅広い世代の方と未来に向けた
意見交換を行うため、平成30年5月には、「伊賀市の未来について」と題してタウンミーティングを試行開催し、その
検証を行い、本年度から、このタウンミーティングを本格実施していくこととしています。

参加者の声（アンケートの一部を紹介）
●色んな方と意見交換ができてよかった。
●参加者それぞれの伊賀市に対する思いの強さを感じた。
●グループワークの時間が短かった。
●今回の結果を今後につなげてほしい。

問 議会タウンミーティングってどんなことをするの？

答 今回のタウンミーティングでは、参加者の皆さんと市議会議員で
少人数のグループに分かれ、テーマを各グループで決め、ワーク
ショップ形式により意見交換を行い、その内容を議場で発表しま
した。

問 誰でも参加できるの？

答 市内在住の方、市内へ通勤・通学されている方であればどなたで
もご参加いただけます。

問 次回は、いつ実施するの。開催はどこで知ることができるの？

答 年２回を予定しており、次回は年明け２月頃を予定しています。
案内は、議会だよりでお知らせさせていただくと同時に、ケーブルテレビなどでもご案内いたします。

問 どんな方が参加していたの？ どんな感想でしたか？

答 市内在住の方が８３％で、年齢層も２０代が２％、３０代が３８％、
４０代が２２％、５０代が１４％、６０代が１４％、７０代以上が７％と、概
ね幅広い年代の方にご参加いただいております。また、参加者
の６０％以上が「大変よかった」、「よかった」というご意見もいた
だきました。
（p13 参加者アンケート参照）

問 このようなタウンミーティングはどのように活かされていくの？

答 今回いただいたご意見をもとに、住みよさが実感できるまちづ
くりを目指し、議会からの政策提言等につなげていくなど、今後
の議会活動に役立ていきたいと考えています。

問 開催会場はどこなの？

答 今回は、伊賀市役所５階議場と議場ロビーで開催しました。

地元愛を育む教育が必要。
学校体育館の安全性を確保してほしい。

若者の流出について、大学等で大都市
へ転出すると就職の問題もあり、伊賀に
なかなか帰って来ることができない。学
校の誘致も必要ではないか。

市外への人口流出を防ぐための施策
として、働く場所の提供が必要。

高齢者に対しては屋内ゲートボール場
があるのに、子供の屋内遊戯場が無い。

参加型のイベントなどで利用客を増や
せないか。

安定した収入が見込める働く場所の
確保。

特に高齢者や学生が利用するのに不
便である。

伊賀の特産物を、子供たちの発想を活
かして、楽市やイベントなどで販売する。

市内の地域格差を無くしてほしい。

Ａグループ Ｂグループ
「安心・安全なまちづくり」「教育について」

Ｃグループ
「交流のできるまちづくり」

Ｄグループ
「子育て対策等」

Ｅグループ
「公共交通等について」

Ｆグループ
「若者の定住化について」

Ｇグループ Ｉグループ
「人口減少と予算の使い方」「教育・子育て・産業」

Ｈグループ
「公共交通対策等について」

●性別●

男性
69%

女性
31%

●参加のきっかけ●

知人
26%

議会だより
17%

ケーブル
テレビ
2%

その他
55%

●お住いの地域●

上野
43%

伊賀
17%

青山
17%

島ヶ原
2%

阿山
19%

その他
2%

●感想●

あまりよく
なかった
14%

ふつう
7%

無回答
14%

よかった
36%

大変
よかった
29%

●市内在住・通勤の区分●
市内通勤
10%

市内在住
83%

無回答
2%

●年代●

30代
38%

40代
22%

50代
14%

60代
14%

20代
2%70代以上

10%

8月24日（土
）

開催しました
！

参加者アンケート

今回は、９グループに分かれて、グループ毎にテーマを決定しグループワークを行いました。



14 伊賀市議会だより　2019.11.1

　広報広聴機能を充実させることを目的に8月1日、2日
の2日間、桑名市議会と兵庫県丹波市議会を視察調査し
ました。
　桑名市議会では、平成２３年に桑名市議会基本条例の
制定に伴い、広報広聴機能の強化を図るため広聴広報委
員会が設置されました。委員会では、議会だよりの編集と
ともに広聴機能としての「議会報告会」も大切な取組み
の一つとなっています。6月に開催された「議会報告会」
は、伊勢湾台風から60年が経過することにちなみ、テー
マを「防災について」としたところ、市民の関心が高く、前
回の報告会を上回る参加がありました。今後も市民の方
に関心のあるテーマ設定に心掛けたいということでした。

　丹波市議会は、平成30年12月に市民の声を聴くため
の「広聴機能」を追加した広報広聴特別委員会が設置され
ました。あらゆる世代の方に参加いただくため、「市民との
意見交換会」に対する敷居を低くし、誰もが参加しやすい
雰囲気づくりに努めています。例えば参加が少ない若い世
代や女性の方にももっと参加していただけるよう、子ども
と一緒に参加して話せる場を設けています。
　今回視察しました二つの市議会の取り組みを参考に、市
民の皆様の声を聞くための広聴機能のあり方について協
議検討をしていきたいと考えています。

広報委員会　8月1日木～2日金

開かれた議会を目指して

●三重県桑名市議会　「広報広聴機能の充実について」
●兵庫県丹波市議会　「広報広聴機能の充実及び
　　　　　　　　　　　　  議会だより編集について」

出前講座

　総務常任委員会が上野地区住民自治協議会代表者会議
と「今後の自治協議会の在り方について」というテーマで
出前講座を開催しました。
　参加していただいた方から以下の率直な意見をいた
だきました。
●伊賀市自治基本条例第26条の同意権・提案権がゼロ
　に等しい。包括交付金が全体で6,000万円減額と市
　職員の削減で節約したお金を行政はどこに使うのか。
●自治協議会に「まちづくりを」と行政は言うが、1年や2
　年で出来るはずがない。
●地区市民センターの「自治センター化（指定管理）」の
　イメージが全くないので納得できる説明がほしい。
●自治基本条例の見直しは、自治協側の意見を取り入れ
　る体制をとるべきである。

　参加議員からは、自治協議会が立ち上がった経緯、包括
交付金がカットされた後も事業は続けられるということ、
さらに自治センター化はあくまでもモデル事業であると
いうことなどの話がなされました。
　今回の意見交換会の中で、市政に対する様々な意見が
出され、議会として、今後の自治協議会のあり方について
の多くの課題を認識する出前講座でした。

総務常任委員会
 　　　　 8/20㈫ ゆめが丘地区市民センター



152019.11.1　伊賀市議会だより

発行：伊賀市議会　編集：伊賀市議会広報委員会
次号は2月1日です。

ご感想をお寄せください
議会だよりや議会のテレビ放送をご覧になったご感想や
ご意見をお寄せください。

※伊賀市議会だよりの点字版・録音版を貸出ししています。
　希望される場合は、上記までお問い合わせください。

0595-22-9687TEL
0595-24-7901FAX

gikai@city.iga.lg.jpE-mail

http://www.city.iga.lg.jp

郵送 〒518-8501  伊賀市議会事務局「議会だより感想」宛

ホームページ

議会の会議は、どなたでも傍聴できます。
市民の皆さんが選んだ議員の活動や市政の動きを知るた
めにも、ぜひ、傍聴してください。
●聴覚に障がいのある方で、手話通訳による傍聴を希望さ
　れる方は、一般質問初日の２日前（土日祝除く）までに
　市議会事務局に申し出てください。（対象となる会議…
　一般質問）
●議場傍聴席に「ＦＭ補聴システム」を設置しています。
※本会議・予算常任委員会の模様は、午前10時からケーブルテレビで
生中継しています。（再放送は午後７時から）
※本会議等は市議会議場又は全員協議会室で開催します。

令和元年12月定例会日程（予定）

※本会議と予算常任委員会は１０時から始まります。
　その他の各常任委員会は、開会日に決定します。
※定例会の日程は、変更になる場合もあります。

２日（月）
９日（月）
１０日（火）
１１日（水）
１２日（木）
１６日（月）
１７日（火）
１８日（水） 
２５日（水）

本会議（開　　会）
本会議（一般質問）　
本会議（一般質問）　
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
予算常任委員会
予算･決算を除く各常任委員会
予算･決算を除く各常任委員会
本会議（閉　　会）

議会を傍聴してみませんか

会議の内容を閲覧できます

令和元年９月定例会の会議録は１２月２日以降となります。
なお、会議録が出来上がるまでの間はホームページで音
声をお聴きいただけます。

市議会本会議等の会議録は伊賀市ホームページ
や議会図書室（冊子）でご覧いただけます。

集編
記後

　今回の「夢追い人」は伊賀市消防団女性分団『しの
び小町』の皆さんを取材させて頂きました。全国大会
優勝という目標に向かって頑張っている姿は、輝いて
いて素敵でした。広報委員会は、夢に向かって励まれ

ている市民の皆さんの応援団として、次号以降も紙面を通して
エールを送らせていただきます。（赤堀）

集編
記後

　10月4日に島ヶ原小学校3年生の児童14人が議場見学に来
られました。子どもたちは議員席や市長席に座り事務局職員
から議会の仕組みについて説明を受けました。
　感想タイムでは、マイクを使うことがうれしくて、次々に
答えてくれた一部をご紹介します。

市議会では、市の将来を担う子どもたちに議会を身近に感じてもらうため、議場見学を積極的に受け入れています。
小中学生の社会見学として普段なかなか見ることのできない議場を訪れてみませんか。
※なお、会期中などの事情により、見学できない日があります。

島ヶ原小学校３年生のみなさんが社会見学

★市役所に来てみて、たくさんのお仕事があ
　ることにびっくりした。
★市役所がこんなに広いとは思わなかった。
★議場に来たのは初めてだけど、ここで会議
　をしていることがわかってうれしかった。
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●メンバーの構成を教えてください。
　年齢層が幅広く、２7歳から６8歳までのメンバーです。

●いつから練習を始められましたか。また週何回練習されていますか。
　５月からです。現在は週３回、夜７時３０分から９時３０分までと日曜日は自主練習
　を行っています。

●大会に出場する人選はどのようにされましたか。
　挑戦したい ！ 頑張りたい ！ と自ら手を上げたメンバーです。

●昼間お仕事をされ、家事、育児を終えて練習に駆けつけていると伺いました。
　夜の練習がメインとなっていますが、家族の方は応援してくれていますか。
　長丁場になりますので、家族の理解があるから練習に集中できています。

●毎回の練習に男性消防団員が指導とサポートをして下さっています。何か一言を。
　男性消防団員のみなさんには、感謝しかありません。ありがとうございます。

●大会に向けて今感じていることは。
　目指すは優勝ですが、全員が初出場なので、大会の空気感を掴めていないことが少し心配です。当日の出場が最後
　から２番目なのでモチベーションを維持できるかがカギです。

今回は、１１月１３日に横浜市で開催予定の第２４回全国女性消
防操法大会に三重県代表として出場される伊賀市消防団女性
分団『しのび小町』のみなさんを取材しました。夢追い人

応援します!
! 第2弾

伊賀市消防団女性分団は、平成２５年に女性部『しのび小町』として発足し、平成
２9年に女性分団『しのび小町』となり活動しています。今回は分団長を務める
大北さんにお話を伺いました。

操法大会は、「タイム・スピード・美しさ」を競います。その中でも『しのび小町』は“伊賀
流”を目指しています。”伊賀流“とは例えて言うならシンクロナイズドスイミングのよ
うに、どれだけみんなで動きが合わせられるかに尽きます。ずばり優勝を狙います。

『しのび小町』の練習を見守る消防団副団長、松山さんにお話を伺いました。

連日の残暑が続き、夜間でもかなり蒸し暑い取材日でしたが、そんな中でも音を上げず、全力で頑張っている『しのび
小町』のみなさんの姿が印象的でした。１１月１３日の本番は最後まで自分たちの力を信じてぜひ日本一になっていた
だきたいです。がんばれ！！ 『しのび小町』！！

『しのび小町』メンバーのひとこと！
★これまでみんなと一生懸命やってきたので後悔なく
　日本一 ！ になることです。
★『しのび小町』のメンバーに入ってとても刺激になっ
　ています。普段の生活では経験できないし、みなさん
　と動きがそろった時はとてもうれしい。これはやった
　ものしかわからない醍醐味です。
★私たちは実際に消火活動にあたることはありません
　が、地域の防災訓練、啓発活動を行っています。今回
　こんないい機会を与えていただき光栄です。出場する
　なら上を目指したいです。
★プレッシャーはありますが、やらなあかんやろ ！ と
　いう気持ちです。
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